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今
年
の
夏
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
の
活
躍

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の

持
つ
大
い
な
る
魅
力
を
実
感
し
再
認
識

し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
の
良
さ
は
単
な
る
勝
敗
結
果

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
物
語
（
ス
ト
ー

リ
ー
）
に
感
動
を
受
け
る
も
の
で
す
。 

さ
て
、
私
は
ス
ポ
ー
ツ
と
言
う
と
想
い

出
す
中
学
時
代
の
体
験
が
あ
り
、
今
で

も
鮮
明
に
そ
の
シ
ー
ン
が
蘇
り
ま
す
。 

秋
の
運
動
会
で
千
五
百
メ
ー
ト
ル
競
走

が
あ
り
、
私
の
組
の
選
手
が
体
調
を
崩

し
て
、
私
が
代
理
出
場
す
る
羽
目
に
な

っ
た
。
私
は
、
陸
上
競
技
は
大
の
苦
手

で
あ
り
、
何
は
と
も
あ
れ
完
走
す
る
事

だ
け
を
心
掛
け
た
が
、
案
の
定
、
途
中 

        

で
一
周
遅
れ
と
な
っ
た
。 

そ
の
時
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
小
学
時

代
の
親
友
Ｓ
君
。
彼
は
私
に
追
い
つ
く

と
、「
山
崎
、
が
ん
ば
れ
よ
」
と
言
っ

て
暫
く
私
と
並
走
し
て
追
い
抜
い
て
行

っ
た
。
私
が
漸
く
最
後
の
周
に
入
っ
た

時
は
、
み
な
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
て
お
り
、

走
っ
て
い
る
の
は
私
だ
け
。
恥
ず
か
し

さ
と
疲
れ
で
、
早
く
走
り
終
え
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
が
、
私
が

ゴ
ー
ル
に
近
づ
く
と
、
観
客
が
一
斉
に

す
ご
い
拍
手
で
私
に
声
援
を
送
っ
て
く

れ
、
私
も
無
性
に
感
激
し
て
最
後
の
力

を
振
り
絞
っ
て
走
り
終
え
た
。 

既
に
半
世
紀
以
上
前
の
出
来
事
で
す
が

Ｓ
君
の
励
ま
し
の
言
葉
や
観
客
の
拍
手

を
今
で
も
鮮
明
に
想
い
出
し
ま
す
。 

時
折
、
ス
ポ
ー
ツ
で
観
客
の
敗
者
に
対

す
る
温
か
い
拍
手
を
送
る
情
景
に
出
会

う
と
、
私
は
自
分
の
体
験
を
振
り
か
え

り
、
精
一
杯
や
っ
て
敗
れ
た
者
に
拍
手

を
送
る
人
間
の
優
し
さ
、
温
か
さ
を
た 

        

ま
ら
な
く
嬉
し
く
想
い
ま
す
。 

敗
者
へ
の
共
感
、
弱
者
へ
の
愛
情
が
、

私
の
ス
ポ
ー
ツ
で
の
大
切
な
原
風
景
と

し
て
蘇
っ
て
き
ま
す
。 

 

幼
児
教
育
の
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ぶ
重

要
性
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
体
力

強
化
は
勿
論
で
す
が
、
協
調
性
や
相
手

に
抱
く
惻
隠
の
情
を
磨
く
こ
と
が
大
切

だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

 

又
、
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
私
は
大
相

撲
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。 

何
も
道
具
を
持
た
な
い
で
裸
一
貫
で
勝

負
す
る
醍
醐
味
が
痛
快
で
あ
り
、
体
重

別
が
な
く
、
小
さ
な
力
士
が
大
き
な
力

士
に
立
ち
向
か
う
潔
さ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
負
け
た
力
士
も
勝
っ
た
力
士
も

一
礼
し
て
土
俵
を
降
り
る
清
々
し
さ
、 

 

「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る
」、

「
勝
っ
て
驕
ら
ず
、
負
け
て
腐
ら
ず
」

の
姿
勢
に
共
感
し
ま
す
。 

あ
る
識
者
は
、「
私
の
大
嫌
い
な
も

の
に
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。 

負
け
た
選
手
の
眼
前
で
勝
っ
た
方
が
拳

を
振
り
上
げ
て
全
身
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ

を
す
る
、
あ
れ
は
最
低
で
す
ね
。
そ
れ

を
や
ら
な
い
の
が
、
日
本
の
大
相
撲
で

す
。
負
け
た
力
士
も
勝
っ
た
力
士
も
お

互
い
に
一
礼
し
て
土
俵
を
降
り
る
。 

外
国
人
が
大
い
に
感
動
し
て
い
る
の
に

日
本
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
・
・
・
」

と
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
に
と
っ
て
大
相
撲
は
、
年
を
重
ね

る
人
生
で
確
実
に
心
を
豊
か
に
し
て
く

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
ま
す
。 

 

何
は
と
も
あ
れ
、
戦
争
の
無
い
平
和

こ
そ
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
大
前
提
で

あ
る
事
を
肝
に
銘
じ
、
世
界
平
和
を
希

求
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
全
世
界
が
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
時
代
が
長
く
続
い
て

欲
し
い
も
の
で
す
。 

 

健
生
会
の
皆
様
、 

 

秋
晴
れ
の
日
に
、
近
く
の
公
園
や
緑

地
を
散
策
し
た
り
、
屋
外
で
体
操
を
す

る
等
、
体
を
動
か
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

を
大
い
に
楽
し
ん
で
、
コ
ロ
ナ
感
染
に

立
ち
向
か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

      

練
馬
健
康
と
生
き
が
い
を
語
る
会 
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● 

健
康
だ
よ
り 

練
馬
区
立
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

看
護
師 

尾
崎 

幹
子 

「
老
化
は
足
か
ら
は
じ
ま
る
？
」 

人
間
の
筋
肉
は
、
下
半
身
の
筋
肉
が
約

七
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
日
常
生
活

が
普
通
に
行
え
て
い
て
も
そ
れ
だ
け
で

は
筋
肉
は
萎
縮
し
筋
力
は
衰
え
て
い
き

ま
す
。
下
半
身
の
筋
力
が
最
も
萎
縮
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、「
衰
え
る

の
は
、
足
腰
か
ら
・
・
」
と
な
る
の
で

す
ね
。
今
回
は
、
足
腰
を
中
心
に
強
化

す
る
運
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

日
常
生
活
の
基
本
動
作
「
歩
く
・
し
ゃ
が

む
・
立
ち
上
が
る
な
ど
」
が
よ
り
楽
に
な

る
た
め
に 

① 

内
も
も
の
筋
肉 

背
筋
を
伸
ば
し
て
立
っ
た
姿
勢
で
、
膝

の
あ
た
り
に
座
布
団
か
ク
ッ
シ
ョ
ン
等

を
は
さ
ん
で
そ
の
ま
ま
内
も
も
に
力
を

入
れ
て
、
３
秒
。
こ
れ
を
３
～
５
回
繰

り
返
す
。 

② 

太
も
も
前
面
・
ふ
く
ら
は
ぎ 

椅
子
に
座
り
、片
方
ず
つ
交
互
に
行
う
。 

膝
を
伸
ば
し
、
つ
ま
先
を
顔
の
方
に
む

け
た
ま
ま
、
下
肢
全
体
を
上
げ
た
状
態

を
保
つ
。
保
つ
時
間
は
可
能
な
範
囲
。

徐
々
に
時
間
を
延
長
す
る
。
左
右
合
計

１
分
間
。 

③ 

太
も
も
の
裏
側
の
筋
肉
（
ハ
ム
ス
ト

リ
ン
グ
ス
） 

立
っ
た
姿
勢
で
、
ベ
ッ
ド
の
下
の
部
分

に
足
首
の
後
面
を
ひ
っ
か
け
、
脚
で
持

ち
上
げ
る
感
じ
で
力
を
入
れ
５
秒
。
こ

れ
を
３
～
５
回
繰
り
返
す
。 

④ 

腸
腰
筋(

骨
盤
と
腰
椎
を
つ
な
ぐ
筋

肉) 

椅
子
に
座
り
膝
に
手
を
置
い
て「
も
も
」

を
上
に
上
げ
な
が
ら
、
片
手
で
上
か
ら

膝
を
押
す
。
三
秒
。
こ
れ
を
片
足
ず
つ

五
回
繰
り
返
す
。 

（
上
か
ら
押
す
力
に
抵
抗
す
る
こ
と
で

筋
肉
は
運
動
し
て
い
ま
す
。） 

①
～
④
の
運
動
は
、
股
関
節
の
動
き
を

助
け
、
し
ゃ
が
む
、
立
ち
上
が
り
、
長

時
間
の
歩
行
や
階
段
の
昇
降
が
よ
り
楽

に
な
る
と
思
い
ま
す
。つ
ま
づ
き
易
い
、

疲
れ
や
す
い
、
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
と

感
じ
た
方
は
、
是
非
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。 

最
後
に
大
切
な
こ
と
を
。 

効
果
を
実
感
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
運

動
は
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。マ
イ
ペ
ー
ス
で
・・・
。 

前
々
回
の
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
合

わ
せ
て
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

”
今 

“
の
自
分
が
、
こ
れ
か
ら
先
の

自
分
を
作
る
の
だ
と
思
う
と
他
人
ご
と

で
は
な
い
で
す
ね
。
ゆ
っ
く
り
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。 

              

                

             
 

                 

な
べ
さ
ん
の
『
令
和
病
床
六
尺
』
⑩ 

＝
私
の
好
き
な
俳
句
＝ 

 
 

渡
邊
一
雄 

何
時
も
素
敵
な
コ
メ
ン
ト
を
下
さ
る
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
今
月
は
小
学
生
の
俳
句
で
す
。
こ
の
中
に
私
が
小
３
の
時
に
作
っ
た 

句
が
あ
り
ま
す
。
先
生
に
褒
め
ら
れ
て
以
来
俳
句
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

子
供
は
純
心
で
思
っ
た
そ
の
ま
ま
作
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。 

 

① 

母
の
日
に
マ
マ
が
喜
ぶ
わ
た
し
の
ぎ
ゅ
ー 

 
  

  

小
３ 

② 

散
歩
す
る
後
か
ら
梅
雨
が
つ
い
て
き
た 

 
 
 
   

小
４ 

③ 

ホ
ー
ム
ラ
ン
か
っ
と
ば
し
た
り
雲
の
峰 

 
 
 
   

小
３ 

④ 

入
学
や
黒
板
に
あ
る
お
め
で
と
う 

 
 
 
 
 
 
 

小
３ 

⑤ 

ブ
ラ
ン
コ
を
た
か
く
こ
ぎ
た
い
れ
ん
し
ゅ
う
だ   

 

５
才 

⑥ 

桜
も
ち
は
っ
ぱ
を
つ
け
た
ら
い
い
に
お
い  

 
 
 

小
４ 

⑦ 

ゆ
め
な
ん
だ
パ
パ
と
わ
た
し
の
ハ
ン
モ
ッ
ク 

 
 
 

小
３ 

⑧ 

だ
れ
の
か
な
紙
ひ
こ
う
き
海
の
色 

 
 
 
 
 
 
 

小
５ 

⑨ 

濃
く
な
っ
た
青
葉
の
下
で
野
球
す
る 

 
 
  

 
 

小
６ 

⑩ 

さ
く
ら
の
木
は
な
が
ち
る
ほ
ど
き
れ
い
だ
な 

 
 
 

小
１ 

解
答 

③ 

大
王 

 

 

な
べ
さ
ん
の
「
令
和 

病
床
六
尺
」
⑪ 

 

＝
私
の
好
き
な
俳
句
「
渥
美
清
の
俳
句
そ
の
①
」
＝ 

 
 
 

渡
邊
一
雄 

今
月
は
ア
マ
チ
ュ
ア
俳
人
の
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

芭
蕉
と
か
高
浜
虚
子
、
近
く
は
プ
レ
バ
ト
で
有
名
な
夏
井
い
つ
き
等
は
専
門
俳
人

と
呼
び
ま
す
。
専
門
俳
人
は
素
晴
ら
し
い
句
を
作
り
ま
す
が
一
般
的
に
は
判
り
に

く
い
俳
句
が
多
い
。
ア
マ
チ
ュ
ア
俳
人
の
俳
句
は
分
か
り
や
す
く
、
自
分
で
も
こ

れ
位
な
ら
出
来
る
ぞ
と
思
わ
れ
る
句
が
あ
る
。
個
性
の
強
い
作
家
と
か
俳
優
の
俳

句
は
そ
の
人
物
を
想
像
し
つ
つ
読
む
と
実
に
面
白
い
。
そ
こ
で
今
回
は
芸
名
「
渥

美
清
」
俗
名
「
車
寅
次
郎
」
本
名
「
田
所
康
雄
」
俳
号
「
風
天
」
を
ア
マ
チ
ュ
ア

俳
句
の
代
表
と
し
て
ご
紹
介
し
た
い
。
渥
美
清
は
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
で
大
人
気

の
俳
優
だ
っ
た
が
個
人
的
に
は
淋
し
が
り
や
で
友
人
に
も
私
生
活
を
一
切
明
か

さ
な
い
人
だ
っ
た
。
趣
味
と
し
て
ひ
っ
そ
り
俳
句
を
作
っ
て
い
た
。 

こ
の
句
を
読
ん
で
、
私
も
や
っ
て
み
よ
う
と
言
う
人
が
出
て
き
た
ら
嬉
し
い
。 

私
の
一
句
も
入
れ
て
置
き
ま
す
の
で
当
て
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

好
き
だ
か
ら
強
く
ぶ
つ
け
た
雪
合
戦 

② 

赤
と
ん
ぼ
じ
っ
と
し
た
ま
ま
明
日
ど
う
す
る 

③ 

初
め
て
の
煙
草
覚
え
て
隅
田
川 

④ 

跨
ぐ
ら
に
巻
き
込
む
布
団
眠
れ
ぬ
夜 

⑤ 

秋
日
和
終
の
す
み
か
を
決
め
て
来
る 

⑥ 

鍋
持
っ
て
お
で
ん
屋
ま
で
の
月
明
か
り 

⑦ 

お
遍
路
が
一
列
に
行
く
虹
の
中 

⑧ 

蓋
明
け
た
よ
う
な
天
で
九
月
か
な 

⑨ 

か
ば
か
ば
と
音
お
そ
ろ
し
き
鯉
の
ぼ
り 

⑩ 

そ
ば
食
ら
う
歯
の
な
い
婆
や
夜
の
駅 

 
 

解
答
⑤
大
王 

   

 

 

②
は
と
て
も
表
現
が
面
白
く

て
思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。 

 
 
 
 

内
田 
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渥美清さんは『私生活』を全く語らなかった役者として知られています。晩年は

俳句を趣味とし、『アエラ句会』（AERA 主催）において『風天』の俳号で句を詠

みました。 

 

 

   

    

― 渥美清さんの実像 ― 

    

「寅さん」の演技で見せる社交性のある闊達さとは対照的に、実像は公私混同を

非常に嫌い、他者との交わりを避けていた。「男はつらいよ」のロケ先で、撮影

協力した地元有志が開く宴席に一度も顔を出したことがない話は良く知られてお

り、身辺にファンが近寄ることも嫌っていた。 

 タクシーで送られる際も「この辺りで」と言い、自宅から離れた場所で降りる

のを常としていた。さらに渥美は亡くなるまで芸能活動の仕事を一切プライベー

トに持ち込まなかったため、渥美の自宅住所は芸能・映画関係者や芸能界の友人

にも知らされていなかった。 

 家族構成は妻と子供２人だが、原宿に「勉強部屋」として、自分個人用のマン

ションを借りており、そこに一人籠っていることが多かった。長男の田所健太郎

が「親族の立場」で公の場に顔を出すのは渥美の死後だった。 

 渥美自身の結婚式は親族だけでささやかに行い、仕事仲間など呼ばなかった。

芸能記者の鬼沢慶一は招待され友人代表として出席したが、鬼沢はその事を渥美

の死まで公表することはなく、渥美の没後にその時の記念写真と共に初めて公開

した。 

 結婚まで秘密にしていたため、没する数年前でも渥美が独身と思っていた人が

多かったようである。渥美は新珠三千代の熱狂的ファンを自称していたため、結

婚の際は『新珠三千代さんごめんなさい。』の迷コメントを出した。 

 芸能界の関係者ともプライベートで交際することはほとんどなく「男はつらい

よ」シリーズで長年一緒だった山田洋次や、黒柳徹子、関敬六、谷幹一でさえ渥

美の自宅も個人的な連絡先も知らず、仕事仲間は告別式まで渥美の家族との面識

はなかった。 

 これは渥美が生前、私生活を徹底的に秘匿し、「渥美清＝寅さん」のイメージ

を壊さないためであった。このきっかけは、街を歩いていた時に、見知らぬ男性

から「よお、寅」と声をかけられてからの事だと語っている。実生活では質素な

生活を送っていたようで、車は一台も所有しておらず、仕事での食事も店を選ば

ずに適当な蕎麦屋で済ませていたという。 

 長男の田所健太郎は、ニッポン放送の入社試験の際、履歴書の家族欄に『父 

田所康雄 職業 俳優』と書いたことから、採用担当者は大部屋俳優の息子と思っ

ていたが、後に渥美清が彼の父親として来社し社内は騒然となった。 

 （以上、渥美清 - Wikipedia より抜粋） 

※今回渡邊先生が寅さんの俳句を紹介下さいましたので此方を載せてみました。 内田 

    

 

 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=tJy27HZq&id=21E05EA4DC731CBEDADEB67F45AA3EEF72B48303&q=10%e6%9c%88+%e7%b4%a0%e6%9d%90+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=608020280743561616&selectedIndex=108
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 １
０
月
「
役
員
会
」
報
告  

日
時 

１
０
月
７
日
（
木
）
１
０
時
～

１
２
時
４
０
分 

場
所 
コ
コ
ネ
リ
３
階 

研
修
室
４ 

 

司
会 
山
崎 

出
席
者 

保
坂
・
青
木
・
内
田
・ 

橋
本
・
土
橋
・
濱
・
横
田
・
山
本
・

丸
山
・
山
崎 

● 

議
案 

 

① 

９
月
行
事
報
告 

「
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
」「
ま
ゆ
の
会
」 

は
実
施 

尚
、「
や
す
ら
ぎ
会
」、「
お
し
め
た
た
み
」、

「
き
ら
ら
カ
レ
ー
作
り
」、「
読
書
サ
ロ

ン
」「
太
極
拳
健
康
体
操
」、「
な
べ
さ
ん

の
湧
く
わ
く
講
座
・
囲
碁
講
座
」、「
シ

ネ
マ
ク
ラ
ブ
」
は
お
休
み
。 

 

② 

１
０
月
行
事
予
定
（
実
施
予
定

分
の
み
） 

「
ま
ゆ
の
会
」 

１
０
月
４
日
（
月
）

コ
コ
ネ
リ
、「
シ
ル
バ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
」

１
０
月
６
日
（
水
）、
２
０
日
（
水
）
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、「
読
書
サ
ロ
ン
」
１

０
月
１
２
日
（
火
）
コ
コ
ネ
リ 

「
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ
」１
０
月
１
６
日（
土
）

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ト
シ
ネ
マ
豊
島
園 

「
太
極
拳
健
康
体
操
」
１
０
月
２
９
日

（
金
）
コ
コ
ネ
リ 

③ 

１
１
月
ニ
ュ
ー
ス
関
係 

 
 

・
ニ
ュ
ー
ス
内
容
と
分
担
を
確
認 

「
巻
頭
言
」
は
山
崎
役
員 

 

１
１
月
行
事
案
内
の
確
認 

④ 

そ
の
他 

次
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）
の
活
動
計

画
の
検
討
（
看
板
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
各

種
例
会
の
実
施
立
案
等
） 

特
に
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」
は

新
た
な
内
容
で
実
施
継
続
す
る
方
向
で

今
後
検
討 

・
年
末
年
始
の
行
事
（
新
年
会
等
）
に

つ
き
検
討
（
内
田
役
員
と
土
橋
役
員
で

日
時
・
場
所
等
を
提
案
） 

・
現
在
の
会
員
総
数
１
１
８
名
（
会
費

徴
収
ほ
ぼ
完
了
）（
山
本
役
員
報
告
） 

 

＊
次
回
役
員
会
１
１
月
４
日
（
木
） 

 
 
 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３ 

＊
校
正
１
１
月
１
８
日
（
木
） 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３ 

＊
印
刷
・
発
送
１
１
月
２
４
日（
水
） 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
教
室
１ 

 
 

（
報
告
）
山
崎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      

《
健
さ
ん
の
試
写
室
便
り
》 

第
１
１
０
回 

 

高
田
健
治 

「
燃
え
よ
剣
」 

武
州
多
摩
郡
（
東
京
日
野
市
）
の
バ

ラ
ガ
キ
土
方
歳
三
は
、
ケ
ン
カ
と
女
遊

び
に
明
け
暮
れ
、
切
れ
長
の
目
を
持
つ

男
ぶ
り
武
士
に
な
る
と
言
う
夢
を
胸
に
、

近
藤
勇
ら
同
士
と
京
都
へ
向
か
う
。
幕

府
の
後
ろ
盾
で
京
都
市
中
警
護
の
新
撰

組
を
組
織
、
副
長
と
し
て
類
稀
な
手
腕

を
発
揮
。
大
政
奉
還
・
維
新
後
に
は
賊

軍
と
さ
れ
、
洋
装
に
ピ
ス
ト
ル
姿
で
、

旧
幕
府
軍
と
共
に
関
東
東
北
各
地
で
歴

戦
、
函
館
ま
で
逃
れ
「
蝦
夷
政
権
」
を

樹
立
し
た
が
、
五
稜
郭
で
新
政
府
軍
に

敗
れ
、
３
４
歳
に
し
て
戦
死
。 

土
方
歳
三
は
幕
末
の
京
都
で
武
州

榛
沢
郡
（
埼
玉
深
谷
市
）
出
身
の
渋

沢
栄
一
と
も
会
っ
て
い
る
。
歴
史
は

勝
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
が
維
新

後
の
新
政
府
樹
立
の
様
子
は
「
青
天

を
衝
け
」
で
放
映
中
。 

岡
田
准
一
、
鈴
木
亮
平
等
が
熱
演 

東
宝 
監
督 

原
田
眞
人 

 

 

１
０
月
１
５
日 

公
開 

星 

４
つ 

「
ア
ワ
ー
・
フ
レ
ン
ド
」 

 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
マ
ッ
ト
と
舞
台 

女
優
の
妻
ニ
コ
ル
は
二
人
の
娘
を
育
て 

な
が
ら
懸
命
に
生
き
て
い
た
。
だ
が
ニ 

コ
ル
が
末
期
癌
の
宣
告
を
受
け
一
家
の 

生
活
は
一
変
、
妻
の
介
護
と
子
育
て
の 

負
担
に
マ
ッ
ト
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う 

に
な
る
中
、
か
つ
て
人
生
に
絶
望
し
た 

時
二
人
か
ら
救
わ
れ
た
親
友
デ
イ
ン
が 

や
っ
て
来
る
。２
年
に
及
ぶ
闘
病
生
活
、 

３
人
の
想
い
と
苦
悩
が
交
錯
し
て
い
く 

な
か
彼
ら
が
見
つ
け
た
希
望
と
は
・
・
・ 

米 

監
督 

 

ガ
ブ
リ
エ
ラ
・
カ
ウ
パ
ー
ス
エ
イ
ト 

 

１
０
月
１
５
日 

公
開 

星 

４
つ 

「
ス
ウ
イ
ー
ト
・
シ
ン
グ
」 

 

母
に
出
て
い
か
れ
た
父
は
酒
に
逃
げ

る
日
々
を
送
り
、
母
の
今
の
恋
人
は
粗

暴
な
マ
ッ
チ
ョ
男
。
ビ
リ
ー
は
１
５
歳

の
少
女
、
弟
ニ
コ
は
１
１
才
、
父
が
ア

ル
中
で
強
制
入
院
措
置
と
な
り
二
人
は

母
の
暮
ら
す
家
に
、
そ
こ
で
近
所
の
マ

リ
ク
と
友
達
に
な
る
。
あ
る
日
母
の
恋

人
の
行
動
が
き
っ
か
け
で
３
人
は
逃
亡

し
、
冒
険
の
旅
に
出
る
・
・
・
。 

 

世
界
は
こ
の
上
な
く
悲
し
い
、
で
も

幸
福
な
一
日
は
あ
る
。
全
て
の
大
人

に
子
供
時
代
の
ひ
ら
め
き
を
想
い

起
さ
せ
る
、
こ
の
上
な
く
楽
し
い
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
。 

 

米 

監
督 

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー 

 

ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル 

 

１
０
月
２
９
日 

公
開 

星 

４
つ 
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●
 

第
６
回 

読
書
サ
ロ
ン
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
﨑 

隆
司 

コ
ロ
ナ
感
染
が
続
く
中
、
４
月
開
催

以
来
半
年
ぶ
り
に
読
書
サ
ロ
ン
が
、 

１
０
月
１
２
日
（
火
）「
１
０
時
～
１

１
時
３
０
分
」 

コ
コ
ネ
リ
研
修
室
で
参
加
者
７
名

（
浦
部
、
八
木
、
丸
山
、
青
木
、
土
橋
、

橋
本
、
山
崎
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

読
書
サ
ロ
ン
は
、
昨
年
１
０
月
１
３

日
に
健
生
会
の
新
し
い
サ
ー
ク
ル
活
動

と
し
て
、「
読
書
を
通
じ
て
会
員
同
士
が

語
り
合
い
、
又
、
近
況
を
語
り
合
っ
た

り
し
て
親
睦
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に

発
足
し
ま
し
た
。 

 

今
回
も
最
近
読
ん
だ
本
の
紹
介
や
、

コ
ロ
ナ
感
染
が
収
束
に
向
か
っ
て
い
る

状
況
へ
の
期
待
や
、
最
近
起
こ
っ
た
地

震
に
つ
い
て
の
備
え
や
過
去
の
体
験
等
、 

参
加
者
が
日
頃
の
生
活
の
中
で
関
心
の

あ
る
出
来
事
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

し
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 

 

又
、
佐
藤
愛
子
氏
（
９
８
歳
）
や
瀬

戸
内
寂
聴
氏
（
９
９
歳
）
等
の
１
０
０

歳
に
近
い
女
性
が
書
い
た
書
籍
か
ら
元

気
を
貰
っ
て
い
る
と
の
意
見
や
、
日
常

生
活
の
中
で
図
書
館
を
有
効
に
活
用
し

て
い
る
等
の
意
見
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
、
練
馬
区
内
で
は
光
が
丘
図
書

館
は
施
設
が
充
実
し
て
い
る
の
で
活
用

し
た
ら
良
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た

の
で
是
非
一
度
訪
ね
て
見
て
く
だ
さ
い
。 

次
回
は
１
１
月
９
日
（
火
）
１
０
時
～
１

１
時
３
０
分
、
コ
コ
ネ
リ
研
修
室
３
で

開
催
し
ま
す
。 

参
加
費
無
料
、
友
人
と
一
緒
で
の
参
加

も
歓
迎
で
す
の
で
、
積
極
的
な
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                 

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
の 

お
知
ら
せ 

 

会
員
の
田 

偉
さ
ん
の
主
催
す
る
東
方

文
化
芸
術
団
の
第
二
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
１
２
月
２
０
日
（
月
）

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
に
て 

６
時

（
５
時
半
開
場
）
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
練
馬
区
民
の
地
域
文
化
交
流
を

目
的
に
し
て
お
り
、
内
容
は
、
津
軽
三

昧
、
日
本
舞
踊
、
フ
ル
ー
ト
演
奏
、
民

謡
、
石
笛
、
琵
琶
、
馬
頭
琴
、
変
面
、

話
劇
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ゲ
ス
ト
と
し

て
島
田
陽
子
氏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

５
月
の
「
み
ん
な
の
お
ん
が
く
か
い
」

で
好
評
を
博
し
た
変
面
な
ど
も
再
演
さ

れ
る
の
で
、
健
生
会
の
会
員
で
関
心
の

あ
る
方
は
直
接
、
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
切
符
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

扱
い
は
窓
口
の
み
で
、 

一
人 

１
０
０
０
円
で
す
。 

        

 

🌸

『
ま
ゆ
の
会
の
部
屋
』 柳

瀬 

紀
子 

先
月
か
ら
二
カ
月
に
わ
た
っ
て
「
ピ
エ

ロ
の
ブ
ロ
ー
チ
」
を
ご
指
導
く
だ
さ
っ

た
小
泉
さ
ん
と
樋
口
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
お
二
人
の

感
想
は
来
月
号
ニ
ュ
ー
ス
に
掲
載
予

定
！
お
楽
し
み
に
♡
）
お
か
げ
さ
ま
で

作
業
は
楽
し
く
順
調
に
進
み
、
今
月
は

あ
っ
と
い
う
間
に
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
手
際
の
良
さ
に
は
び
っ
く
り

で
す
。
手
足
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ

る
時
は
皆
一
様
に
悩
ま
れ
て
、
で
も
試

行
錯
誤
の
末
に
出
来
上
が
っ
た
「
私
の

ピ
エ
ロ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
に
可
愛
く
て
、

胸
に
つ
け
た
お
姿
は
お
洋
服
と
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
ま
で
バ
ッ
チ
リ
で
し
た
。 

次
回
は
木
目
が
美
し
い
、
う
る
し
塗
り

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
り
ま
す
♪ 

♪
１
１
月
の
お
知
ら
せ 

日
時 

１
１
月
１
日
（
月
）
１
時
～ 

会
場 

コ
コ
ネ
リ
多
目
的
室
１
＋
２ 

 

作
品 

う
る
し
塗
り
の
ペ
ン
ダ
ン
ト 

柳
瀬 

０
８
０ 

５
４
１
７ 

７
７
９
０ 

  

 

  

 

 

 

 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=HrQB9SmD&id=FA51883129D5D5801A9B17711FEA39C122322957&q=10%e6%9c%88+%e7%b4%a0%e6%9d%90+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88&simid=608033912964450590&selectedIndex=332
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２０２１年（令和３年度） １１月 行 事 案 内 

  
▼  １日（月）１３：００「まゆの会」ココネリ・多目的室 1＋２ 

▼  ３日（水）１３；３０「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼  ４日（木）１０：００「役員会」ココネリ・研修室３  

▼  ９日（火）１０：００「読書サロン」ココネリ・研修室３ 

▼ １７日（水）１０：００「シルバー・コーラス」生涯学習センター 

▼ １８日（木）１０：００「校正」ココネリ 研修室３ 

▼ １９日（金）１０：００「歩こう会」西武線石神井公園駅東口バス停前集合 詳しくは下記の案内参照 

▼ ２４日（水）１０:００ 「印刷、発送」生涯学習センター教室１ 

▼ ２６日（金）１０：００「太極拳健康体操」ココネリ研修室 1東 

▼ ３０日（火）１０：００「まゆの会企画」 研修室３ 

 

「やすらぎ会」「おしめたたみ」「きららカレー作り」「なべさんの湧くわく講座・囲碁講座」はお休み。 
  

◆ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

◆
ニ
ュ
ー
ス
（
割
付
・
校
正
）
１
０
名 

９
月
２
１
日
｛
火
｝
各
自
パ
ソ
コ
ン
で 

青
木
玲
子 

保
坂
武
雄 

内
田
稚
代 

山
﨑
隆
司 

土
橋
昌
子 

丸
山
英
子 

浜
寿
美
子 

横
田
邦
彦 

橋
本 

光 
 

山
本 

均 

◆
ニ
ュ
ー
ス
（
印
刷
、
発
送
）
１
５
名 

９
月
２
９
日
｛
水
｝
学
習
セ
ン
タ
ー 

保
坂
武
雄 

青
木
玲
子 

内
田
稚
代 

落
合
澄
子 

土
橋
昌
子 

柳
瀬
紀
子 

横
田
邦
彦 

山
本 

均 

坂
本
あ
や
子 

田
中
節
子 

荒 

京
子 

八
木
ふ
み
子 

橋
本 

光 

高
山
節
子 

館
岡
美
智
代 

 
◆ 

美
術
館
・
庭
園
「
歩
こ
う
会
」 

＝
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
美
術
館
と 

秋
の
井
草
森
公
園
＝ 

日
時
：
１
１
月
１
９
日
（
金
）
１
０
時
～
１
４
時 

集
合
：
１
０
時 
西
武
線
石
神
井
公
園
駅
東
口
バ
ス
停

前
集
合 

（
バ
ス
で
向
か
う
） 

＊
健
脚
で
詳
し
い
人
や
新
宿
線
上
井
草
駅
が
便
利
な
人

は
１
０
時
半
に
直
接
美
術
館
へ
。 

＊
絵
本
の
原
画
や
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
ゆ
っ
た

り
と
鑑
賞
。 

入
館
料
：
１
０
０
０
円
、 

６
５
歳
以
上
８
０
０
円 

ラ
ン
チ
：
ち
ひ
ろ
カ
フ
ェ
又
は
周
辺
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て 

申
込
・
問
い
合
わ
せ 

☎
０
９
０ 

４
０
０
０ 

１
２
１
５ 

 

土
橋 

☎
０
９
０ 

９
８
３
３ 

８
８
１
５ 

 

保
阪 

 

        

    
 
 

 

         
 

 
 

 
 

        
 

 
 

   
 

  
 

  

編 

集 

後 

記 

夏
の
賑
わ
い
も
終
わ
り
、
紅
葉
を
心
待
ち
に
し
て
い

る
中
で
、
１
０
月
１
３
日
に
娘
と
車
で
光
が
丘
に
あ
り

ま
す
「
四
季
の
香
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」
に
行
っ
て
み
ま
し

た
。
バ
ラ
の
花
が
ほ
ぼ
５
分
咲
き
で
結
構
種
類
も
あ
り

綺
麗
で
し
た
。
平
日
で
し
た
が
、
訪
れ
て
い
る
方
も
大
分

お
り
、
中
央
に
は
バ
ラ
を
背
景
に
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
仲
間

た
ち
が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

其
れ
を
見
て
、
以
前
カ
ナ
ダ
旅
行
し
た
時
、
各
家
庭
の
玄

関
横
な
ど
に
秋
収
穫
さ
れ
た
野
菜
等
と
一
緒
に
豪
華
に

飾
ら
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
秋
は
収
穫
さ

れ
る
野
菜
、
果
物
が
多
く
、
特
に
キ
ノ
コ
類
、
イ
モ
類
、

栗
、
ハ
ス
、
長
芋
等
々
、
果
物
で
は
梨
、
ブ
ド
ウ
、
柿
、

リ
ン
ゴ
、
み
か
ん
、
キ
ウ
イ
、
洋
ナ
シ
、
イ
チ
ジ
ク
等
々
、

果
物
好
き
の
私
に
は
う
れ
し
い
限
り
で
常
備
４
，
５
種

類
は
買
っ
て
お
き
ま
す
が
果
物
は
糖
分
が
多
く
食
べ
す

ぎ
は
よ
く
な
い
の
を
解
っ
て
い
な
が
ら
制
限
で
き
な
い

私
で
す
。
今
月
号
の
巻
頭
言
に
山
崎
役
員
が
相
撲
の
こ

と
に
触
れ
て
い
ま
す
が
、
私
も
大
好
き
で
相
撲
場
所
が

あ
る
時
は
必
ず
観
て
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
す
。 

渡
邊
先
生
の
俳
句
欄
も
今
月
は
渥
美
清
さ
ん
の
俳
句

の
原
稿
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
渥
美
さ
ん
は
俳
句

も
な
さ
る
方
だ
っ
た
の
だ
！
と
恥
ず
か
し
な
が
ら
今
回

知
っ
た
次
第
で
す
。
皆
様
は
ご
存
じ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
・
・
・
そ
こ
で
興
味
が
湧
き
、
調
べ
た
の
を
３
ペ
ー

ジ
に
記
載
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
も
段
々
沈
静
化
に
近
続
き
そ
う
で
す
が
こ
こ

で
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
対
策
は
今
迄
同
様
に
し
つ

つ
、
健
生
会
活
動
で
お
休
み
し
て
い
た
サ
ー
ク
ル
、「
歩

こ
う
会
」「
読
書
サ
ロ
ン
」「
太
極
拳
健
康
体
操
」
等
、 

再
開
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 
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